
令和７年度 地域ぐるみ獣害対策推進事業 業務委託報告書
【概要版】

株式会社EGO

近年の野生動物被害の深刻化・広域化に対応するには、行政主導の捕獲や防除柵だけでは困難で

す。 野生動物を人の暮らしに近づけさせない環境整備や防除の取組を地域の実情に合わせ地域

ぐるみで継続的に実施することが重要です。

八王子市では、令和４年度から引き続き、野生動物の生態・行動特性についての学習会や、現状把

握のための環境点検などを行い、自然環境・地形・作物など地域の実情にあった対策を住民が主体

的に考え、取り組むことで農作物や生活被害の防止・軽減を図る地域ぐるみの取組を支援し、地域

に定着させることを目指しています。

事業の目的

対象地域

令和4年度開始： 八王子市上恩方町（8町会）・上川町・高月町

令和5年度開始： 下恩方町大沢町会

令和６年度開始： 小津町

事業の流れ
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【新規地域】小津町

■地域環境調査 結果

良かった点 対策が必要な点 （課題）

• 農地周辺の草刈がされている
• イノシシ対策として正しい設置方法
の柵が、多く設置されている

• サル対策用の電気柵が、各自工夫し
て設置されている

• 住民の参加が多い

• シカやイノシシが明かる時間に住宅敷地内や道
路に出没、危険

• シカに対応した柵が少ない
• 一部の既存柵で、修正が必要なものがある
• 耕作放棄地が増え、荒廃しイノシシの住みかと
なっている

• 高木となったユズがあり、冬季のサルのエサと
なっている

■地域検討会 結果

■獣害対策学習会 開催

野生動物の行動特性を踏まえた対策の正しい知識について、

専門講師（農研機構 堂山宗一郎氏）を招き「学習会」を実施

しました。

学習会

検討会

荒れた耕作放棄地鉄壁の柵

① 高木化したユズ等の管理
・ 小津町内の果樹の需要量が不明なため、全戸アン

ケート調査を実施する。
・ 調査結果を基に、管理方法を検討する。
・ （西沢）川沿いにある地主不明のカキやクリを伐採

したい。今後、市役所と協力し、対応方法を検討す
る。

② サルの追い払い強化
・ 追い払いに使える道具を知りたい。次回の集まり

で㈱EGOから紹介する。
③ イノシシ、シカの有害捕獲
・ 地域住民からの発議により、有害捕獲を実施する

グループが立ち上がり、小津町を含む恩方全域で
有害捕獲をすることとなった。実施場所や方法に
ついて相談しながら、進めて行く。

高木ユズ

検討会 ホワイトボード



■対策実施状況 （上恩方町８町会）

【継続地域】上恩方８町会・上川町・高月町・下恩方町大沢町会

恩方中学校ユズ収穫会・学校給食で活用

収穫したユズは、高尾ビールの協力によりクラフトビール原料

として引き取られたほか、市内のパン屋、NPO法人結の会で

ジャムとして加工されました。さらには、豊洲市場へ出荷して、新

たな地域経済の循環が創出することができました。

放任ユズの収穫・剪定・伐採作業

令和5年度に実施した「放任果樹需要量調査」結果をもとに、所有者が管理ができずに困ってい

るユズを対象に、実の除去・枝の剪定・伐採作業を行いました。聖パウロ学園高等学校の生徒が収

穫作業に参加しました。

放任ユズの活用

サルの冬場の主要な餌となる「ユズ」を収穫して、八王子

市内の学校給食（冬至献立）で使用した。令和5年度から

継続した取り組みです。恩方中学校の生徒が収穫作業に

参加しました。

ICT大型檻でサル（川井野群）を管理捕獲

「川井野群」は令和3年度の神奈川県調査で109頭と個体

数が多く、群れ分裂の可能性が高かった。令和５年度から

３ヶ年、上恩方８町会の協力のもと、ICT大型捕獲檻による

群れ管理が始まった。令和５年度２１頭（２頭放獣）、令和６年

度11頭（１頭放獣）、令和７年度20頭（３頭放獣）を捕獲し、分

裂することなく群れサイズを半減することができた。

川井野群のGPS発信器データから、大型捕
獲檻を用いた管理捕獲により群れサイズが縮小
したこと、冬季の主要なエサとなっている放任
ユズを除去することによって、川井野群が冬季
に集落に出没する頻度が減少したと示唆された。

【成果】サル（川井野群）の人里への冬季出没減少へ

恩中ユズもぎ作業

聖パウロユズもぎ作業

ICT大型檻

川井野群の冬季ヒートマップ
（赤色が濃いと利用頻度が高い）



イノシシ行動調査

獣害対策検討会

正しい柵の普及

■対策実施状況 （上川町）

■対策実施状況 （高月町）

美山群を捕獲するための「はこわな」を設置

する場所を関係者らで下見し、右図の位置に

はこわなを設置した。はこわなは市委託業者

が設置、見回りを地域住民が実施した。

令和８年度にICT大型捕獲檻の導入を検討

する。

サル対策のための電気柵設置のマニュアル兼事例集を作成し、地域で

正しい柵の設置方法を普及する。

サル（美山群）の捕獲強化

獣害対策検討会

はこわな設置位置
（黒塗り矢印に設置、白抜き矢印は確保地）

獣害対策ロードマップや対策の進捗

状況について、関係者らで共有し対策

を検討した。

検討会

柵の調査

夏季にイノシシによって田んぼのクロ（畦）が壊されてし

まう被害が発生したため、現地で被害状況や場所の確認

作業を行った。

検討会

イノシシの被害対策を最優先

にして、柵や捕獲方法等の対策

を検討した。

アライグマの生息数が多いた

め、被害がひどくなる前の取組

について検討した。

イノシシ被害発生前の捕獲

令和８年度から、イノシシによる被害は７～８月に畦の掘り起こし被害があるた
め、その前の５～６月に捕獲を集中して実施する。

畦の掘り起こし被害

はこわな



■対策実施状況 （下恩方町大沢町会）

【松竹エリア】 イノシシ行動調査

痕跡調査の結果、エリア内にあるクワの実を

食べにイノシシが多く出没しており、クワの実を

食べたイノシシの糞が沢山あった。

自動撮影カメラ調査の結果、既存の広域柵が

あり、開口部からイノシシやシカが侵入している

ことが判明した。個体識別の結果、少なくともイ

ノシシが１５頭、シカが９頭出没していた。

獣害対策検討会

侵入防止柵・はこわなの設置

放任果樹（クワ）の除去

【展望】農地の有効活用へ

松竹エリアのイノシシの侵入防止対策
について、調査結果を報告し、対策方法
を検討した。

検討会

撮影されたイノシシ

放任クワの伐採について、市が土地所有者
を調査のうえ、土地の適正管理に関する通知
を行う。土地所有者から了承が得られた場合
には、状況に応じて地域住民および市の防除
指導員が協力して伐採を実施する。

対策実施計画図

既存柵や河川の法面を生かし、イノシ
シの経路となっている場所に「新規柵」
を設置する。町会の会議で同意を得て、
令和８年度当初に設置する計画となっ
た。また、はこわなを新規に設置した。

新規就農者らが農地を利用できるよ
う、耕作放棄地を活用した農地の集約
化を検討していく。


